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【目的]大学生の性行動の実態と性感染症擢患に対する予防行動との関連について明らかにす

る。また、性感染症擢患に対する予防行動がとれるような看護支援について検討する。 [方法1
1~4 年生の一般大学生を対象者とし、アンケートを配布した。 調査内容は、性感染症の知識、

リスク認識、性行為経験、性行為の予防行動、コンドーム使用目的、評価尺度はGSES、性感

染症の予防行動尺度を使用した。 200部を配布し、 166部を分析の対象とした。 [結果]回答者

は、男性53人、女性113人で、あった。性交経験有は76人、 性交経験無は90人であり、オー

ラノレセックスの経験有群は 62人、 経験無群は 104人で、あった。性教育については、保健体育

教諭から受けていた学生は70%で、あった。性感染症の知識については、性感染症擢患で女性の

身体に及ぼす影響についての知識率が20%程度と低かった。性交経験有群をみると リスクの認

識が有意に高かったが、性交経験無群と比較して予防行動をとることがで、きていなかった。全

体でオーラルセックスについての感染知需哉が少なかった。コンドームを 「必ず使用する」の回

答は65.8%で、あった。コンドーム所持者については、男性が女性に比して有意に高かった。 【考

察]今回の結果で、一般大学生の性行動の現状は、性交経験が増えることやオーラノレセックス

の経験者が多いことがわかった。また、性感染症についての知識は少なく、特に女性の身体に

及ぼす知識が少なかった。性行動が活発となる大学においてもセミナーや健康講座など性感染

症予防に向けた教育が必要であると考えられる。さらに性行為をしたら検査をすることや女性

が自分で自分の身体を守るという意識ができるような支援が重要であると考えられる。

キーワード:性感染症、性行為の実態、予防行動

Thiss加dywas conducted to clarifシ也eassociation between CU1T<巴ntsexual behavior in university 
students and beha札ortoward preventing sexually transr旭町dinfections (STIS). This study also examined 

nursing support， such as也atrequired to encourage preventive behavior against STI risks. 

A questionnaire w田 dis仕ibutedto nonnal students in their五1'stto fourth year in血eur註versity.τne

questionnaire asked也estudents about their 1也owledgeof STIs， aw紅enessof risks， sexual experience， 

preventive behavior during sexual activity，組dreasons for using condorns. The General Se1f-Efficacy 

Scale and Preventive Behavioral Intention Scale for Sexually Transr由抗edInfections were used as ra出g

scales. Of the 200 questionnaire forrns dis仕ibuted，166 were subject吋 toanalysis. The responderr飴

inc1uded 53 men and 113 women. Seventy-six students had sexual experience， whereas 90 did not; 62 

students had experience of oral sex， whereas 104 did not. Stud巴ntswho had received sex education企om

a health and physical education teacher accounted for 70% of the total sample. Knowledge regarding the 

effects of STIs on wom回、 bodieswas low (approximately 20%). The awaren回sof risks w出
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Sl伊ific姐 tlyhigher白血egroup which had sexual experience. Compared wi也也.egroup without sexual 

experience，血egroup with sexual experience had not successfully adopted preventive behavior. 

Knowledge about infection from oral sex w出 poor.Of血erespondents， 65.8% responded也atthey 

always凶 eda condom， and社lenumber of men who carried condoms w出 significantlymore than白atof 

women. The results of也isstudy revealed that sexual encounters are incre出血gamong勿picaluniversity 

students叩 dthat many students have experienced oral sex. Education to prevent STIs， such as seminars 

and health courses， are needed even for universi匂rstudents who are now becoming more sexually active 

Support for getting tested following sexual activity and for raising awareness among women for 

protecting也eirown bodies is therefore necessary. 

1 .緒言

厚生労働省は「健やか親子21(第l次)J、「健

やか親子 21(第2次)Jの目標のーっとして、

10代の性感染症の擢患率の減少をあげてお

り、 その取り組みとして学校や地域における

性教育が行われてきた。性感染症の擢患率は

「健やか親子 21Jの策定時(2000年)よりも

「健やか親子21(第2次)J (2015年)では減少

傾向にはある。しかし、男女ともに20代の性

感染症が多い現状がある。その中でも梅毒の

増加は著しく、2010年以降、女性は20歳代、

男性は 20'"'"'40歳代の報告が多くなっている

(厚生労働省b，2016)。性感染症は感染しでも

無症状であることが多く、不妊や生殖器がん

の発生要因であるとともに後天性免疫不全症

候群に感染しやすくなる。そのため、若者に

対する性感染症の予防行動を行うことが重要

である(厚生労働省，2012a)。

また近年、性行動の多様化によりオーラル

セックスが増加している傾向にあり、特に若

い世代に多く、調査結果では7割以上が行っ

ている(小島，矢田，早瀬，2016;厚生労働

省，2012a)。そのため、若者の性行動の実態を

知ることが必要であると考える。

これまでの種本，原田，大寵，安孫子，永井

(2013年)の研究において、性感染症の知識は

あっても、自分が感染することを意識してい

ないことが明らかとなっている。また、半藤，

小林，久保田(2007年)の研究において、 コン

ドームの使用は避妊が第一目的であり、 性感

染症予防を目的にしたものは約 20%であっ

た。ここから性感染症の増加している原因と

して、性感染症に感染することに対する予防

意識が低いことが考えられる。これまでの研

究では、 性行為の研究が多く、オーラノレセッ

クスを含むJ性行動の予防行動についての文献

は少ない。

そこで今回、一般大学生の性感染症擢患の

性行為の実態を知り、予防行動に関連する要

因を明らかにする。また、 リスクの認識に対

しての予防行動がとれるよ うな看護支援につ

いて検討することにより、 若者への性感染症

減少につながり意義がある。

II. 目的

大学生の性行動の実態と性感染症擢患に対

する予防行動との関連について明らかにする。

また、性感染症擢患に対する予防行動がとれ

るような看護支援について検討する。

IlI.用語の定義

本研究においては、研究者が次のように定

義した。

予防行動 :コンドームの使用、予防接種並び

に検査や医療の積極的受診(厚生労働

省，2012a)。

N.方法

1.対象と研究方法

1)研究対象

29歳までの 1'"'"'4年生の男女大学生

2)研究期間

平成29年4月'"'"'12月末

口。
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3)データ回収方法

一般大学生において、無記名自記式アン

ケートを配布し、回収ボックスにて回収した。

配布時には本研究の目的、倫理的配慮を説明

した依頼文を明示し、アンケート要旨の返送

をもって研究への同意が得られたものとした。

2.調査内容

1 )対象者の背景(年齢、性別、学部)、性感

染症の知識や意識について、性行為経験・ 性

行為のパートナーの性別・性感染症擢患状況

について、オーラノレセックス時の予防行動に

ついて、コンドーム使用目的についてなど

2)尺度

( 1)性感染症の予防行動意図尺度

(尼崎光洋，森和代清水安夫，2011)

性感染症の予防に対する行動意図を測定す

る尺度であることから、性行動を経験してい

ない大学生をも対象とした性感染症の予防教

育の効果を評価する指標として用いることが

できる。また、コンドームの使用行動を説明

することができる。

(2)一般自己効力感尺度

(Generalised Self-Efficacy Scale:GSES) 

Banduraによって提唱された社会的学習理

論によれば、自己効力感とは自分自身がやり

たいとおもっていることの現実可能性に関す

る知識、あるいは自分にはこのようなことが

ここまでできるのだという考えであるとされ

ている。GESSは一般的な成人の自己効力感の

強さを測定するために、坂野と東僚により作

成された尺度である。回答者は16項目に対し

て、「はいJIいいえ」の2件法で回答し、可

能な得点範囲は0"'"'16点である。高得点者で

あるほど自己効力感が高いことになる。

3.分析方法

「性感染症に関する知識やリスクについての

知識jを「男女別」や「性感染症の検査の無j、

「オーラルセックスで、気をつけること」を「性

交経験別」などとの関連について分析した。
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データ集計は“ Microsoft Excel 

2013 (Microsoft社)"を用いて行い、統計分

析においては統計解析ソフ ト“IBMSPSS VER23. 

Statistics"を使用し、独立性の検定は x2

検定、 Fisherの正確確率検定、 2群聞の平均

値の差は t検定を行い、 相関については

Pearsonの積率相関係数、順位尺度に関して

はSpearmanの順位相関係数を求め、有意水準

5%未満と した。

4.倫理的配慮

奈良県立医科大学医の倫理審査委員会の承

認を得た。(承認番号No.1512)

1 )研究対象施設への倫理的配慮

研究対象施設には、本研究は奈良県立医科

大学医の倫理審査委員会の承認を得たこと、

研究の意義を説明するとともに対象者への倫

理的配慮について、 アンケート用紙は個人が

特定されないよう無言己名とし、 研究目的、研

究協力の内容と方法、個人フ。ライパシーの保

護、収集データの取り扱い方法については口

頭または文書にて説明し返送をもって研究者

に同意を得ることを説明した。

2)研究対象者に同情を得る方法

研究参加への依頼は、研究対象者に口頭で

研究の趣旨を説明し、研究協力の同意を得、

質問紙の配布の許可を得て配布した、質問紙

は無記名であり個人が特定できないこと、 無

回答の場合でも不利益は生じないことを説明

し、その旨を記載した文書を手渡した。

v.結果
1.質問紙の回収結果

質問紙の配布はA都のa大学80部、 B県

b大学120部の計200部であった。質問紙の

回収率は 99%(198/200)で、 有効回答率は

83.8%(166/198)であり、166部を分析の対象

とした。

2.対象者の背景(表1)

性別は男性53名、女性113名、性交経験

は有76名、無90名で、あった。学生の平均

-39-
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年齢は19.5歳、学部は教育学部、法学部、経 いて、「面倒くさいJr手元にないJなどの理
済学部などで、あった。 由があがった。

表1 対象者の属性

l性受経験有 性交経験無

n=76 % n=剖 % 

性別 男性 22 29.0 31 34.4 

女性 54 71.1 59 65.6 

学年 1年 24 31.7 44 48.9 

2年 20 26.3 31 34.4 

3年 22 28.9 12 13.3 

4年 10 13.2 3 3.3 

表4 コン ドームの頻度と男女別

コンドームの頻度

男性 女性

(n二23) (n=53) 

n % n % pjl直

必ず使用する 18 28.2 32 60.4 

必ず使用しない 5 21.7 21 39.6 0.189 

Fisherの正確確立検定

6.コンドーム所持者(表6)

男性は「自分の担当」が 78%、女性は「相

3.性教育の実施者(表2) 手の担当」が61%という結果となった。

学生が受けた性教育の実施者は保健体育教

諭が7割以上という結果となったo

表2 性感染症の授業の実施〈複数回答〉
門=165

% 

実施者 担任 37 22.3 

保憧体育教諭 115 69.3 

養護教諭 26 15.7 

医者 2 1.2 

看護師 3 1.8 

助産師 11 6.6 

外部 24 14.5 

大学の講義 20 11.9 

その他 3 1.8 

覚えていない 3 1.8 

4.オーラノレセックスの際に気をつけること

(表3)

性交経験有では「特になし」が多く、性交経

験無では「コンドーム使用」や「オーラルセッ

クスはしなし¥Jにおいて多い結果となった。

5.コンドームの使用頻度とコンドームを使

用しない理由(表4、表5)

コンドームを「必ず使用する」は7割満た

ない結果となっており、使用しない理由にお

-40-

表6 コンドーム所持の担当と男女別

男性 女性

(n=23) (n=54) 
% % p値

ンドム所持 相手の担当 4.3 33 61.1 
の担当者 .00日制*

自分の担当 18 78.3 5.6 

Fisherの正確確立検定 H ヤ<.凹1

7.性感染症の検査(表8，表9)

性交経験有では性交経験無と比較して、検

査有が有意に高い結果となった(表 8)。検査

した理由について示したものが表9である。

表8 性感染症の検査の有無と性交経験の有無

性交経験有性交経験無

(n=74) (n=86) 

pf直
性感染症の検査 有

一
無

15 20.2 1 1.2 

59 79.7 85 98.8 
000**:ド

FIsb.erの正確確立検定仕ヤ<.田1
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表3
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コンドームが手元にないため

性感が損なわれるため

コンドームをつけることがめんどくさいため

コンドームをつけることを忘れてしまうため

その他

使用しないこともある理由

n=15 

検査を受けた理由について

オーラルセックスの際に気をつけることと性交経験有無〈複数回答〉

性交経験有 性交経験無

(n=76) (n=88) 

% n  

40.8 19 

3.9 18 

o 2 

34.2 26 

23.7 18 
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(複数回答〉

/tートナーが性感染症になったため

知り合いの話を聞いて不安になったため

自分の身体に異変が生じたため

その他

検査を受けた理由について表9

器にラッフ。などを使用する方法が示されてい

るものの(厚生労働省，2012c)、実際のオーラ

ノレセックスによる予防行動はとれていないこ

とがわかった。

また、性交経験無群においても性交経験有

群と比較して、「コンドーム使用」と「オーラ

ノレセックスはしなしリが多い結果となったo

しかし、性交経験有群は、 オーラノレセックス

の際に気をつけることにおいて、「特になし」

の割合が多い結果となった。これより、性交

前はオーラノレセックスの予防行動を意識して

いても、 性交を経験すると予防行動をとるこ

とができなくなることが推測される。そのた

め、性交経験後にオーラノレセックスによる性

感染症擢患の危険や予防行動について再度考

える場が必要であると考えられる。
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VI.考察

1.性行動の実態

1 )性行動の実態とオーラノレセックス

今回の研究結果において、性交経験は有76

名(45.8%)、無90名(54.2%)で、あった。また、

オーラルセックスの経験有は 62名(37.3%)、

無 104名(62.7%)であった。オーラルセック

スの経験の有無を性交経験別でみると、性交

経験者有は56名 (75%)、性交経験無は5名

(5.6%)がオーラノレセックスを経験していた。

しかし、性交経験有の中でオーラノレセックス

による予防行動が取れているものは、

ドーム使用、 ラッフ。の使用を群合わせて3名

(3.9%)で、あった。オーラノレセックスによる感

染を防ぐための予防行動として、男性用コン

ドームを陰茎に装着することや、女性用の性

コン
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2)性感染症予防行動とコンドーム使用

厚生労働省は性感染症の予防方法として、

コンドームの使用、予防接種並びに検査や医

療の積極的受診による早期発見及び早期治療

が性感染症の発生の予防に有効であると述べ

ている(厚生労働省，2012a)。

本研究結果において、コンドームを「使う

べきと思うjという割合は9割で、あったにも

関わらず、性交経験者の実際のコンドームの

使用頻度においては「必ず使用するjは6割

で、あった。これは、他の研究でも同様の結果

がしめされており(笹川，村角，2008)、コンドー

ムによる予防の意識はあるものの、実際の予

防行動はできていないことが明らかとなって

いる。この原因として、今回の研究において

のコンドームを使用しない理由にもあった

「コンドームが手元になしリ、「性感を損なう」、

「面倒くさし¥Jというような理由が考えられ

る。また、先行文献でもあったような自分が

感染すると意識していないこと(塩野，大久保，

松岡，2004:種本ら，2013;柏木，柴田，2010)が原

因として考えられる。

次に男女でのコンドーム所持者をみてみる

と、男性のほうが必ず使用する 78.2%、女性

は60.3%であり、女性のほうが必ずコンドー

ムを使用する割合が低い結果となった。コン

ドーム所持者において男性は「自分の担当J

が16名(78%)、女性は 「相手が担当」が29

名(61%)であり、男女において有意差がみら

れた。伊藤ら(2012)の女子大学生と女子看護

学生1582名を対象にした研究からも、コン

ドームの使用決定者は「パートナーjが

53.1%と最も多く、同様の結果が得られたと

考えられる。この結果において、女性はコ

ンドームでの予防行動を男性に依存しやすく、

女性が主体となったコンドーム予防行動が必

要であると考えられる。

3)性感染症予防行動と性感染症検査

今回の研究結果での検査の理由(N=16)と

して、学校の授業の関係や症状の出現が大半

であり、不安で検査したものは2名で、あった。

堀ら(2014)の検査を受けた男女 8700名を対

象にした研究でも 「自分の意思で」検査した

ものは25.4%(男性37.5%、女性 18.6%)であ

り、なにかしらの理由がないと検査を実施し

ない現状があると考えられる。

また女性は特に男性と比較するとリスクも

高いが、検査の転機となる症状の自覚が乏し

いことにより、検査の機会が少なくなってし

まう。今回の研究においても、性交経験者76

名全員が性感染症擢患の危険があるにも関わ

らず、検査行動は少数しかできておらず、自

分が性感染症に擢患するという認識が低いこ

とが考えられる。検査推奨として厚生労働省

は若者向けポスターにおいても検査すること

の重要性について述べている(厚生労働

省，2012a)が、今回の研究結果より検査行動に

移すことができていないと考えられる。

2.看護支援について

1)性教育

性教育は中学校、高等学校中心で行われて

いるが、高校生でも性交経験は 20%台(日本

性教育協会，2014)である。性交経験率から高

校生では性感染症についての関心が少ないこ

とが推測される。 そのため、現在行われてい

る中学校と高等学校での性行動前の予防教育

に加えて、 性行動が実際に活発になる時期の

性感染症の情報の教授が必要であると考えら

れる。そこで、継続した性教育のために大学

などで、も性感染症について、 セミナーや健康

講座などでの情報を提供する機会が必要であ

ると考えられる。情報提供として、性感染症

の基礎的な知識のみではなく、性行為を行え

ば感染症に擢患するリスクを負うことから、

性行為を行えぽ性感染症の検査を定期的にす

るという意識付けが必要であると考える。

2)性教育以外の場

性教育での検査行動の意識付けに加えて、

梅毒による胎児死亡や性感染症による不妊症

の要因など、妊娠を考えるときに性感染症の

問題は関係すると考えられる。そのため、婚
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姻届提出の際に性感染症の検査の必要性、資

料の配布、格安で性感染症の検査を受けるこ

とができるようにするなど、性感染症に関心

を持つ時期を考えて支援することも必要で、あ

ると考えられる。

3)女性への支援

生殖年齢にある女性が性感染症に擢患した

場合、母子感染による次世代への影響がある

ことから、性感染症のリスクについての認識

は必要である(厚生労働省a，2012)。

今回の研究結果より、女性は性感染症を擢

患することによるリスクが男性と比較して高

いにも関わらず、コンドームによる予防行動

面で男性に任せる傾向があることがわかった。

これは避妊行動についても、コンドーム使用

に対して予防行動ができていないことが明ら

かとなっている(笹川ら，2008;服部ら，2007)。

女性が性感染症擢患のリスクが高いにも関わ

らず、予防行動ができていないことから、女

性への性感染症の知識の普及や女性自身が自

分を大切にし、自分で自分の身体を守ると意

識することができるような支援が必要である

と考えられる。また、性感染症は女性のリス

クが大きいが、男女お互いの協力なしでは予

防行動ができないことから、男性への知識の

支援も必要であり、男女ともに性感染症擢患

のリスクについて知っていく必要があると考

えられる。

3.研究の限界と今後の課題

今回2都市のみの対象地域であったが、性

行為は地域差があると推測されるため、今後、

地域を広げ、対象者を増やし、さらなる検証

が必要である。今後の課題として、今回の研

究では性行為の際の性感染症擢患に対する予

防行動を重点的に考えていた。しかし'性行動

の多様化の現状があるため、性感染症擢患に

対する予防行動とともに、性感染症の拡大を

防ぐための性感染症検査行動という視点での

研究が必要であると考える。そのため、性感

染症検査行動と影響のある要因について検討

していく必要があると考えられる。
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VII.結論

今回、大学生の性感染症擢患に対する性行

為の実態と予防行動との関連について性交経

験別と男女別に検討した結果、以下のことが

明らかになった。

1.性交経験は有 76名(45.8%)、無 90名

(54.2%)であった。また、オーラノレセックス

の経験有は62名(37.3%)、無 104名(62.7%)

で、あった。

2.性交経験無群のほうが性交経験有群と比

較して、オーラノレセックスの予防行動意図が

高かった。

3. コンドームによる性感染症予防行動の意

識はあるものの、実際の予防行動はできてい

ないことがわかった。また、男女別でみると、

コンドーム所持者は男性が所持の担当をして

いる割合が女性と比較すると高かった。
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